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１.地域区分の考え⽅
地域区分については、地形や市街化の状況から「北部地域（東町全域・大間々町北部）」と「南
部地域（笠懸町全域・大間々町南部）」に区分します。
また、将来都市像の実現に向けて特に「重要性」が高い、現時点で早急に対応が求められて
いる施策、他分野にわたる課題で相乗効果が期待される施策、先導的で波及効果が期待される
施策などを優先的に取り組むべき地域として「重点施策展開ゾーン」を位置づけます。

（地域区分） （重点施策展開ゾーン）
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地域区分図
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２.各地域の強みと弱み

南部地域は、市街化が進行しており、主に幹線道路沿いに多くの商業施設が立ち並んでいて賑わいを見せて
います。市民意向調査でも、買い物の利便性や保健医療サービスに満足していると回答した市民が多いことか
ら、本地域には日常生活に必要なサービス施設が充実しているといえます。また、本地域には岩宿遺跡や鹿田山、
ながめ余興場などさまざまな地域資源が存在し、多くの市民や観光客が訪れています。現在、西鹿田グリーン
パークの整備が進められており、市民の憩いや交流の場を創出するための総合公園として完成が期待されてい
ます。さらに、鉄道4路線（JR両毛線・東武鉄道桐生線・上毛電気鉄道・わたらせ渓谷鐵道）や国道50号
等の幹線道路など、広域交通に恵まれており、近年では、国道50号前橋笠懸道路や渡良瀬幹線道路及び主
要地方道桐生伊勢崎線の整備が進められています。

本地域では現在、低密度な市街地が広がりつつあり、住宅地や商業地、工業地、農地等が入り混じった
状態となっています。その他にも、本地域では空き家の増加や公共交通の利用者減少、歩道整備率の低水準、
高齢者が住んでいる住宅の近くに公園が少ない、汚水処理人口普及率の低水準、道路冠水の発生等、さま
ざまな問題を抱えています。

今後、無秩序な市街化や土地利用の混在がさらに進むと、居住や生活に必要な施設が分散して生活環境
が悪化し、地域の活力が衰弱していく恐れがあります。

住む場所や働く場所、訪れる場所が充実し、交通利便性が高い本地域の強みを生かして快適な生活を
送るために、土地利用の混在や無秩序な市街化の広がり等を抑制する取り組みが必要です。

●南部地域

　主な強み

　主な弱み

　このままでは

　将来に向けて必要なこと

（幹線道路沿いの商業施設）

（土地利用の混在）

（ながめ余興場）

（道路冠水の発生）
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岩宿駅は、岩宿遺跡等の観光に来訪する人々にとっての玄関口となっています。近年、駅利用者等の
利便性向上を目的として阿左美駅や駅前広場、及び岩宿駅南側の乗り入れ道路が整備されました。また
現在、岩宿駅周辺では、利便性の向上や地域資源の活用、魅力向上により人を呼び込み、賑わいを生み
出すことを目指した総合的なまちづくりが進められています。

岩宿駅や阿左美駅周辺には歩いて気軽に買い物ができる施設が少なく、低未利用地も存在しています。
また、駅から他の駅や公共施設等へ向かうには車がないと不便な状況となっています。さらに、岩宿駅前
広場では、送迎等の車で交通混雑が発生しており、岩宿駅周辺では慢性的な渋滞が発生していて歩行者等
の安全性が懸念されます。

「まちの顔」となる鉄道駅や周辺地域の将来性が低下し、広域的な交通拠点としての機能が失われること
が懸念されます。

駅を中心とした交通サービスに対する市民の満足度は低く、駅周辺の生活サービスについても十分な
機能が備わっていないため、本地域の強みである充実した交通機能を生かしたまちづくりが必要です。

●岩宿駅・阿左美駅ゾーン

　主な強み

　主な弱み

　このままでは

　将来に向けて必要なこと

（阿左美駅周辺の整備）

（岩宿駅前広場の送迎等の交通混雑）

（岩宿駅南側の乗り入れ道路）

（渋滞発生状況）
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大間々本町通り周辺には、歴史的な風情ある街並みや歴史的建造物が残っており、ながめ余興場やながめ
公園等の地域資源も多数存在しています。近年では、蔵を活用してカフェや宿泊施設にする等の新たな地域
資源づくりの取り組みも進められています。現在、本地域では地域資源を活かしたさまざまなまちなか
活性化の取り組みが進められています。

現在、国道 50 号前橋笠懸道路や渡良瀬幹線道路等の広域幹線道路整備が進められており、混雑の解
消や周辺都市へのアクセス向上等の整備効果が期待されています。また幹線道路の交通利便性を活かした
企業誘致等の取り組みが求められています。さらに、幹線道路整備にあわせた周辺道路の整備等も求めら
れています。

本町通り商店街には現在、空き店舗や空き家が多く閑散とした状況です。また大間々駅から他の駅や
公共施設等への移動は、車がないと不便な状況となっています。

本地域周辺では、低密度な市街地が広がっていて、住宅地や商業地、工業地、農地等が入り混じった状
態となっています。今後、幹線道路等の開通によって無秩序な市街化や土地利用の混在がさらに進むこと
が懸念されています。

本地域を訪れる観光客等が減少し、地域の想いが込められた歴史的な街並みや伝統文化が失われてしま
う恐れがあります。

幹線道路の整備により人流・物流が盛んになり、沿道での開発ポテンシャルが高くなる一方で、急激な
開発により周辺の生活環境や景観に悪影響をもたらす可能性があります。

歴史的な街並みが残る大間々本町通り周辺では、風情のある街並みや地域資源を生かしたまちづくりが
必要です。

無秩序な市街化や土地利用の混在を防ぎながら、渡良瀬幹線道路や国道 50 号前橋笠懸道路のポテン
シャルを生かしたまちづくりが必要です。

●大間々ゾーン

●渡良瀬幹線産業ゾーン

　主な強み

　主な強み

　主な弱み

　主な弱み

　このままでは

　このままでは

　将来に向けて必要なこと

　将来に向けて必要なこと

（歴史的建造物の大間々博物館） （閑散とした商店街の状況）
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北部地域には、恵まれた豊かな自然が存在します。また、観光施設等の豊富な地域資源が存在します。
さらに、周辺都市へのアクセス向上等を目的として渡良瀬幹線道路の整備が進められています。国道122号
とわたらせ渓谷鐵道により、日光・足尾などの周辺観光地と連携した観光誘客が期待できます。

北部地域（東地域）では、人口が大幅に減少しています。今後も人口は減少傾向にあると予想されており、
それにより空き家も増加すると考えられます。また、公共交通の運行本数が少なく利用者も多くないため、
主な移動手段として車を使用している市民が多いと考えられます。市民意向調査では、北部地域の多くの
住民が重点的に改善を望む項目として「日常の買い物の利便性」や「鉄道の利便性」、「バリアフリーの整備」
等を挙げています。その他にも、本地域では汚水処理整備の不足や公共施設の老朽化、災害時の避難場所
や避難経路の確保等の問題を抱えています。

地方への移住・観光ニーズが高まる中、生活サービスや交通の利便性が不十分で、人を呼び込み、地域
を活性化するチャンスを失ってしまうことが懸念されます。

豊かな自然と多くの観光資源が存在する等の魅力を有する反面、人口減少や土砂災害などの災害リスク
等の課題を抱えているため、自然の中で安心・快適に暮らし続けるための対策と豊かな自然と観光資源を
生かしたまちづくりが必要です。

●北部地域

　主な強み

　主な弱み

　このままでは

　将来に向けて必要なこと

（地域別の人口推移）

（市民意向調査：重要度と満足度について）

（バス運行時刻表）

（美術館線・沢入線 下り線）
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●地域別の将来像と方針一覧

３.地域別まちづくり
各地域の現状 ( 強み・弱み ) や将来に向けて必要なことを踏まえて、地域別の将来像を設定
します。また、地域の将来像の実現に向けて、地域づくりの方針を示します。
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